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光光
がが
教教
室室
にに

壁壁

面面

緑緑

化化

環
境
教
育
の

生
き
た
教
材
と
し
て HP http : //www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku

見
る
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
潤
い
を

も
た
ら
す
緑
。
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
樹
木
や
植
物
を
周
囲
に
植
え
る
な
ど

し
て
、
緑
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
は
、
校
舎
の
屋
上
や
壁
面
を

活
用
し
た
緑
化
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
度
は
、
校
庭
の
芝
生
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

じ
ょ
う

さ
ん

緑
化
の
推
進
は
、
植
物
に
よ
る
蒸
散

に
よ
っ
て
周
囲
の
気
温
を
下
げ
る
効
果

か
ら
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
球
温
暖

化
な
ど
を
学
ぶ
環環
境境
教教
育育
のの
充充
実実
にに
もも

つつ
なな
がが
りり
まま
すす
。。

今
号
は
、
学
校
施
設
を
活
用
し
た
緑

化
を
ク
ロ
ー
ズ
アア
ッッ
ププ
しし
まま
すす
。。
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中
学
校
の
屋
上
を
利
用
し
て
、
屋
上
緑

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
４
校
で

実
施
し
ま
し
た
。

屋
上
緑
化
は
、
大
気
や
建
築
物
の
温
度

上
昇
を
緩
和
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
屋
上
緑
化
を
利
用
し
て
、
生
徒
の
教
育

に
生
か
そ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

御
園
中
学
校
で
は
、
屋
上
緑
化
の
ス
ペ

ー
ス
の
一
部
を
不
登
校
な
ど
の
心
の
悩
み

を
抱
え
る「
相
談
学
級
」の
生
徒
の
農
園
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。実
際
に
土
を「
い

じ
り
」
、
苗
を
「
さ
わ
り
」
、
成
長
を
「
み

て
」、実
を「
と
る
」、
体
験
を
通
し
、
生
徒

の
心
の
い
や
し
や
情
緒
安
定
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ナ
ス
や
カ
ボ
チ
ャ
、

と
う
が
ら
し
な
ど
を
植
え
て
、
生
徒
が
雑

草
取
り
や
肥
料
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、夏
か
ら
秋
に
か
け
て
実
が
な
り
、

生
徒
は
収
穫
の
喜
び
と「
や
れ
ば
で
き
る
」

と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
蒲
田
中
学
校
で
は
、
１
年
生
の

総
合
学
習
の
時
間
に
環
境
問
題
の
一
環
と

し
て
屋
上
緑
化
を
取
り
上
げ
て
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◇

◇

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
雪
谷
中
学

校
ほ
か
３
校
の
屋
上
緑
化
の
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

屋
上
を
運
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
す

る
機
会
が
多
い
小
学
校
で
は
、
壁
面
緑
化

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
４
校
で
実

施
し
ま
し
た
。

校
舎
の
壁
面
は
、
緑
を
増
や
す
土
地
の

確
保
が
難
し
い
中
で
、
緑
化
を
推
進
す
る

上
で
重
要
な
空
間
で
す
。
こ
こ
を
緑
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
校
舎
の
温
度
上
昇
を

防
ぎ
、
直
射
日
光
か
ら
建
物
を
守
る
こ
と

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、児
童
が
植
物
に
親
し
み
な
が
ら
、

緑
の
も
た
ら
す
涼
し
さ
を
体
感
し
、
環
境

教
育
を
実
践
す
る
生
き
た
教
材
と
な
り
ま

す
。お

な
づ
か
小
学
校
で
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
が
校
舎
の
壁
に
勢
い
よ
く
広
が

り
、
２００
個
以
上
の
実
が
な
り
ま
し
た
。

◇

◇

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
大
森
第
一

小
学
校
ほ
か
３
校
の
壁
面
緑
化
の
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

馬
込
東
中
学
校
で
は
、
３
年
前
か
ら

校
内
の
緑
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。壁

面
緑
化
の
１
・
２
年
目
は
ゴ
ー
ヤ

と
ヘ
チ
マ
を
、
昨
年
は
ゴ
ー
ヤ
と
ひ
ょ

う
た
ん
、
ア
サ
ガ
オ
を
植
え
ま
し
た
。

８
月
に
は
、
校
舎
の
３
階
ま
で
緑
の
カ

ー
テ
ン
に
覆
わ
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
屋
上
に
芝
生
な
ど
を
植

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
環
境
係
は
、
苗

の
植
え
付
け
、
毎
日
の
水
や
り
、
雑
草

抜
き
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、ヘ
チ
マ
か
ら
た
わ
し
を
作
っ
た
り
、

今
年
は
ひ
ょ
う
た
ん
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
る
予
定
で
す
。

ゴ
ー
ヤ
は
、
給
食
の
食
材
と
し
て
使

わ
れ
、
お
浸
し
や
チ
ッ
プ
ス
に
調
理
し

て
も
ら
い
、生
徒
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
芝
生
は
、
安
定
し
て
き
た

ら
、
み
ん
な
で
芝
生
の
上
で
お
弁
当
を

食
べ
た
り
、
休
憩
し
た
り
す
る
つ
も
り

で
す
。

緑
が
豊
か
な
こ
と
は
、
見
た
目
に
も

良
い
し
、
涼
し
く
感
じ
ら
れ
、
気
持
ち

よ
く
生
活
が
で
き
ま
す
。温
暖
化
対
策
、

省
エ
ネ
効
果
に
も
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

緑
の
力
で
快
適
な
学
校
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

３
年

本
田

大
偉

「
芝
生
の
上
を
の
び
の
び
と
駆
け
回

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
今
か
ら
楽
し

み
で
す
」
。
３
月
完
成
を
目
指
し
て
工

事
が
進
む
、
新
宿
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
岸
本
要
一
さ
ん
に
、
芝
生
化
へ
の
思

い
を
聞
き
ま
し
た
。

「
芝
生
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対

策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ト
ン
ボ
や
鳥

な
ど
が
飛
来
し
、
生
物
と
の
ふ
れ
あ
い

を
体
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

地
球
温
暖
化
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
る

の
で
は
」
と
環
境
教
育
の
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
ん
で
け
が
を

す
る
こ
と
が
減
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
「
今
ま
で
校
庭
に
出
る
こ
と

に
消
極
的
だ
っ
た
児
童
も
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
注
目
し
て
い
ま
す
。

手
間
の
か
か
る
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
「
確
か
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
こ
と
を
一
番

に
考
え
、
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」。
そ
し
て
、

「
芝
生
を
通
じ
て
地
域
の
輪
を
広
げ
、

一
緒
に
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

芝
生
化
の
工
事
終
了
後
１
ヶ
月
程
度

の
養
生
を
経
て
、
４
月
中
旬
に
使
用
で

き
る
予
定
で
す
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生徒の取り組み・馬込東中学校緑緑のの力力でで快快適適なな学学校校づづくくりり

校庭芝生化・新宿小学校ののびびののびび、、わわくくわわくくすするる学学校校へへ

空空
にに
近近
いい
野野
原原
でで

屋屋

上上

緑緑

化化

壁一面のパッションフルーツ：おなづか小学校

蒲田に出現した緑のオアシス：御園中学校
夏には緑のひさしができます

毎年、区立小・中学校の緑を増やすために「苗
木の配付」を行っています。今年度は、入新井
第一小学校（写真）ほか２７校に低木・中木合わ
せて８２４本を配付し、植樹を行いました。

緑緑のの苗苗木木配配付付

新宿小学校ＰＴＡ会長 岸本要一さん



おなづか小おなづか小 

新年明けましておめでとうございます。新新年年明明けけままししてておおめめででととううごござざいいまますす。。
年頭にあたり、大田区立学校長、全８８名の新年にあたっての抱負や思いをご紹介

します。
現在、各学校では、地域教育連絡協議会をはじめ、大田区ならではのものづくり

教育、中学生の職場体験、子ども安全パトロール活動など、保護者や地域の皆様の
ご協力をいただき、地域力を活かした取組みを行っております。
本年も、保護者や地域の皆様のご協力をいただきながら、「知・徳・体のバラン

スのとれた子どもたちを育てる」を基本に、さまざまな教育活動に取り組みます。
大田区教育委員会

「おおたの教育」のアドレスは http : //www.city.ota.tokyo.jp/ota/kyouiku/shinbun/ 古紙配合率１００％の再生紙を使用しています

東調布第一 田園調布南２８－７
校長 酒井 由理子

全ての子どもに学びを

全ての教師に学びを

全ての親に学びを

そして、私もまた学ぶ

田園調布 田園調布２－３１－１６
校長 株本 光子

「魅 力 満 載」
教室は楽しい学びの場

調布大塚 雪谷大塚町１２－１
校長 村田 くみよ

「まじめ おだやか の

びやか」本校の子どもた

ちの良さを、さらに伸ば

して行きたいと思います。

池 雪 東雪谷５－７－１
校長 岩� 保

「地域の学校として」

開校１３０周年を迎えます。

地域に信頼され愛される

学校を目指します。

東調布第三 南久が原２－１７－１
校長 井上 千壽子

開校８０周年

わかたけ開級３５周年

明るく楽しく共に学び合

う東調布第三小学校

嶺 町 田園調布南６－１０
校長 竹村 伸二

地域と共に『ワクワク子

どもに、生きいき先生、

それを支える温か家庭と

安心地域』を目指します。

千 鳥 千鳥２－５－１
校長 尾形 威

挑戦！地域・保護者ぐる

みの特色ある学校づくり

～「チーム千鳥」で豊か

な心と学力の向上～

久 原 久が原４－１２－１０
校長 清水 一豊

子どもが育つ「機会」と

「場」がいっぱいの学校。

新学習指導要領の趣旨を

取り入れてスタート！

松 仙 久が原１－１１－１
校長 杉本 三苗

新春を寿ぎ、新たなる

始めの一歩を踏み出さん
おうばいとう り

『桜梅桃李』で

自分らしく

清水窪 北千束１－２０－１５
校長 藤原 清章

―ワクワク体験・ドキド

キ感動・グングン意欲、

子ども生きいき清水窪－

◎確かな学力がつく学校

小 池 上池台２－２２－７
校長 古家 眞

こ・・この子らを

い・・いとおしみつつ

け・・今朝も語りて

全ては小池の子のために

雪 谷 南雪谷３－９－２３
校長 脇田 廣

児童の「自立」「共生」

「創造」を目指し、一人

ひとりが生き生きと活躍

する年にしたい。

洗足池 南千束３－３５－２
校長 北村 哲夫

さい き かんぱつ

才気煥発を望み
へんぷくしゅうそく

辺幅修飾は無く
きょしんたんかい

虚心坦懐にして
か がくじょうたつ

下学上達を願う

赤 松 北千束２－３５－８
校長 北村 則夫

まこと

苟に日に新たに、日々に

新たに、また日に新たな

り（大学）。…この様な

心境の一年間としたい。

石川台 石川町２－２３－１
校長 伊藤 清一郎

明るく、楽しい、元気な

Family 石川台中！勉強

に、生徒会活動に、部活

動に、いつも全力投球。

大森第六 南千束１－３３－１
校長 工藤 長男

さわやかに、そして

ほのぼのと生きる

そんな一年でありたい

大森第十 仲池上２－１３－１
校長 �橋 正幸

◇２１世紀の地球を守り、

明日のよりよい世界を

築く若者を育成する。

◇笑顔は一日の始まり。

雪 谷 南雪谷５－１－１
校長 山本 孝一

学力向上・『冷たさではな

い厳しさと甘やかしではな

い温かさ』の生活指導で期

待される学校づくり

田園調布 田園調布２－６０－１
校長 高橋 秀美

「開かれた学校」を基礎

に、「学力」と「規律」を柱

として、生徒が「夢をはぐ

くむ学校」を目指します。

大森第七 南久が原１－３－１
校長 杉浦 克博

「あいさつで 心が通う

地域の輪」 地域ととも

に、６０年の時を超え、笑

顔と感動、未来へと！

東調布 田園調布南２９－１５
校長 新宮領 毅

東調布中「光の子」、一

人ひとりの可能性を引き

出す教育活動を、一層充

実させてまいります。

六 郷 東六郷３－７－１
校長 太田 眞也

大空に揚がるとんび凧。

それを操る満足そうな子

どもたち。今年も笑顔の

あふれる学校に。

西六郷 西六郷２－３－１
校長 嶋田 英樹

子どもが「学校・学級が、

楽しい。授業がわかる。」

といつも発言できる学校

を目指します。

高 畑 西六郷３－２８－２３
校長 黒田 泰正

今年も地域・保護者とい

っしょに、よく勉強し、

笑顔いっぱいで元気のあ

る学校をつくります。

矢口東 東矢口３－９－２０
校長 相川 哲也

子どもの心と体と知恵を

学校・家庭・地域のチー

ムワークで育てる学校。

それが矢口東小です。

東六郷 東六郷２－３－１
校長 小家 建

今年も子どもたちに「確

かな学力」と「豊かな心」

を育むことに教職員一同

全力を尽くします。

南六郷 南六郷３－７－１
校長 永井 昌美

かんがえる子

つよい子

やさしい子 誰もが

くすのきの下から飛躍を

矢 口 多摩川１－１８－２２
校長 八木 佳子

明るく元気一杯の矢口小

の子たち！「生活リズム

を整え学力を更に向上さ

せる」ことを目指します。

矢口西 下丸子１－７－１
校長 大木 利男

明るく楽しい学校

安全な学校

きれいな学校

規律ある学校をつくります。

多摩川 矢口３－２６－２５
校長 佐藤 幹夫

信頼される学校

期待される学校

子どもの笑顔があふれる

学校をつくります。

東 蒲 東蒲田１－１９－２５
校長 三田 盛久

子どもたちの成長を心よ

り願う。くじけず、あき

らめず、力を尽くせる人

に育ってほしい。

おなづか 西蒲田１－１９－１
校長 野� 仁

◇「返事・あいさつ・後

始末」を一般の常識に

◇学び合いによる触発を

◇壁面緑化を教材化

道 塚 新蒲田３－３－１８
校長 山本 惠美子

“７０周年を迎える

記念の年、道塚小学校”

良き伝統を受け継ぎ、

一歩前進、飛躍の年に！

蒲 田 蒲田１－３０－１
校長 塚越 正昭

校歌の一節「学べよ 常

に 伸びやかに」を、子

どもたちの姿として、伝

えて参ります。

南 蒲 南蒲田１－１２－１１
校長 篠田 典夫

確かな学び のある学校

豊かな心 あふれる学校

健康な子 を育てる学校

これが我が 南蒲小

蓮 沼 西蒲田２－３－１
校長 藤井 裕二

◇卒業生の進路希望成就

◇生徒・教職員が元気

◇ふれあい重視の毎日

◇あいさつの響く学校

御 園 西蒲田８－５－１
校長 大塚 洋

キャリア教育で「学力と生

きる力を育む学校」、あじ

さい運動で「地域と連携す

る学校」を目指して

矢 口 下丸子２－２３－１
校長 神田 長美

家庭や地域から信頼さ

れ、一人ひとりの生徒に

夢と力を育む学校を目指

してまい進します。

安 方 東矢口２－１－１
校長 福田 鉄雄

謹賀新年

生徒に幸あれと強く願う

信頼される学校を目指す

本校への支援をよろしく

糀 谷 西糀谷３－１３－２１
校長 山本 忠雄

「生きいきと、そして着

実に」－ 子どもたちの

「豊かな心と確かな学び」

を目指します。

東糀谷 東糀谷５－１８－２３
校長 森本 忠治

基礎学力の定着を図り、

安全な学校、安心して通

える学校、安定した心を

育む学校を目指します。

池上第二 中央８－９－１
校長 亀村 曜子

今年も、『行きたい学校』

『帰りたい家庭』『住み

たい地域』を目指して頑

張ります。

新 宿 蒲田本町１－５－１
校長 中川 嘉弘

①具体的目標の設定②方

策の実行③結果の検証を

サイクルとしてより質の

高い教育を創造します。

相 生 西蒲田６－１９－１
校長 廣政 尚文

教育元年、勇気と知性と

礼節に富む相生の子、誇

りある大田区民の育成に

全力で取り組みます。

北糀谷 北糀谷２－２－５
校長 北川 雅一

「北糀谷小学習１０の約束」

を基に学力向上を図る。

特色である菊作りと一輪

車にも力を入れる。

羽 田 羽田３－３－１４
校長 篠塚 正明

はるは、すぐそこに！

ねずみ年、小回りきかせ

て今年もキラキラ

だんとつ元気！羽田の子

都 南 本羽田３－１５－２
校長 中里 守男

ともだち いっぱい

なかよく学び

みんな のびのび

都南の子

入新井第四 中央３－５－８
校長 片寄 眞理子

「見つけよう 調べよう

考えよう」をテーマに

問題解決能力を育てる授

業づくりを目指します。

志茂田 西六郷１－４－１０
校長 飯島 忠志

『私もやるから

君もやれ！』

＜キーワード＞

『協 働』

萩 中 本羽田３－４－２２
校長 小刀稱 進

「継続は力なり」

一歩一歩確実に、萩中小

の子どもたちのために力

を尽くして参ります。

中萩中 萩中２－１４－１
校長 須賀 伸子

夢をもって未来を切り拓

く子。自信をもって自分の

道を進んでいける力を育

てたいです。

出 雲 本羽田１－２－４
校長 内山 仁

今年も教職員一同、子ど

もたちのために全力を尽

くして参ります。子ども

の育ちを約束します。

大森東 大森東４－１－１
校長 吉田 和道

部活動で全国大会出場

進路第１希望先全員合格

ボランテイア感謝状受賞

そんな学校もいいなあ。

蒲 田 蒲田１－１２－５
校長 藤田 悟

◇思いやりをもち、一人ひ

とりを大切にする学校

◇保護者、地域からの期待、

信頼に応える学校

東 蒲 東蒲田２－３８－１
校長 三浦 登

健 健全な心身

根 根気よく学ぶ力

信 信頼される人間

「健根信」を育てます。

羽 田 東糀谷６－１０－１２
校長 豊島 修二

国際化進む羽田空港

未来に羽ばたく羽田中生

大空へそして世界へ

夢限りなく広がります

馬 込 西馬込２－３５－６
校長 山田 佳子

教職員の指導力向上に努

めます。学力と優しい心

を身につけた生徒を育

て、温かい学校にします。

出 雲 本羽田３－４－１５
校長 畑野 信晴

『みんなが輝く出雲中』

６０周年の節目を越えて新

たなる門出の年。より輝く

みんなを目指して！

大森第四 池上１－１５－１
校長 池田 忠

人権尊重の精神に基づき

地域ぐるみで健全育成を

図る。豊かな自然で心豊

かな生徒を育てる。

中 富 大森東５－６－２４
校長 水野 玉樹

なんでも食べて

からだをきたえ

ともに学んで

みんななかよし

大森第一 大森東３－１－１８
校長 千葉 正美

子どもも大人も学校に集

うみんなの笑顔が光り輝

く学校を目指して、今年

も地道に歩み続けます。

入新井第五 大森北６－４－８
校長 西村 健次

教育課題推進校としても

のづくり教育に取り組

み、ものの見方考え方を

育てていきます。

開 桜 大森西２－２６－３
校長 横山 美登里

か体を鍛え明るく元気に

いいじめを許さず

お大きな心を持ち

う上を目指し努力する子

大森第三 大森西５－２２－１８
校長 野村 洋子

◇学ぶ楽しさ伝える喜び

を知る子を育てます。

◇地域や人とのかかわり

を深めます。

大森第五 大森本町１－１０－５
校長 飯塚 森二

研究発表に向けて、心を

合わせ、いきいきさせよ

う心と体、元気いっぱい

大五の子を育成します。

大森東 大森東１－２９－１
校長 高田 繁和

謹賀新年。生きいきと輝

く児童の育成を目指し、

本年も教育活動の充実に

全力で努めていきます。

入新井第二 中央２－１５－１
校長 臼木 葉子

子どもたちの明るい未来

を創りたい！ 学び合い、

感じる力・考える力・か

かわる力を身につけて！

馬込第二 南馬込３－１０－１
校長 吉野 明

馬込文士作品の教材化、

しっとりとした授業づく

り、規範意識の定着をめ

ざした学校です。

入新井第一 大森北４－６－７
校長 矢部 憲司

いつも元気で明るく

りそうに燃えて着実に

いきる力を身につけて

地域に貢献する人であれ

山 王 山王１－２６－３３
校長 三留 利夫

子ども一人ひとりが「生

き甲斐」や「やり甲斐」

をもって活躍できる学校

づくりを目指します

馬 込 南馬込１－３４－１
校長 光中 博美

「凡 事 徹 底」
平凡なことを徹底して取

り組む子。誰にでもでき

ることを真剣に。

徳 持 池上７－１８－１
校長 石塚 重男

今年も、Challenge（チャレ

ンジ）・Chance（チャン

ス）・Change（チェンジ）

を目指して前進します。

池 上 池上１－３３－８
校長 尾花 正一

「開校１３０」の年を迎え、

児童一人ひとりの“自己

実現”のため、総力を尽

くしてまいります。

梅 田 南馬込６－６－１
校長 吉田 孔一

①基本をしっかり②夢・

希望を大切に③安心・安

全をテーマに「元気な梅

田っ子」を育みます。

馬込第三 北馬込１－２８－１
校長 鈴木 昌枝

早寝、早起き、朝ご飯。

正しい生活習慣と成長期

の健康な体作りを家庭と

連携して取り組みます。

大森第二 大森北６－１８－１
校長 税所 要章

「思いやり 日の出のよ

うに 世を包む（生徒作

品）」本年も思いやりを広

げる活動を展開します。

志茂田 西六郷１－４－２
校長 五十嵐 義征

しんらいされ もんだ

いのない だいすきとい

われる学校 ※「家庭の学

びのすすめ」作戦展開中

仲六郷 仲六郷１－２６－１
校長 中村 俊一

開校５１周年目の第一歩

学校・家庭・地域の力で

「日々新しく伸びゆく仲

六の子」を育成します。

大森第八 大森西２－２１－１
校長 齊藤 與志夫

新年おめでとうございま

す。学習と部活動の両立

とＪＲＣ活動を充実させ

る学校を目指します。

貝 塚 中馬込３－１３－１
校長 鮎澤 好夫

一年の計は元旦にあり

常に笑顔を持って、明る

く、安全で、楽しい学校

を目指して前進します。

馬込東 南馬込２－２６－３０
校長 平内 利光

今年も○ア○イ○ウ○エ○オ学校！

○ア挨拶のある○イ命を大切

にする○ウ歌のある○エ絵の

ある○オ親の協力ある学校

大森第三 中央４－１２－８
校長 大原 一男

豊かな環境のもと、若さ

と感性あふれる学校、Ｉ

ＣＴ活用教育の実践、心

に響く教育を目指します。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

�大田北地域行政センター管内

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

�大田西地域行政センター管内

�特別支援学校

�大田東地域行政センター管内
�大田南地域行政センター管内

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
六 郷 仲六郷３－１１－１１
校長 山田 稔

一人ひとりをよりよく理

解し、可能性を見いだし、

引きだし、自分を伸ばせ

る生徒を育てます。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

大森第四 大森南３－１８－２６
校長 茂呂 美恵子

判断基準は「子どものた

めに」、方策は「地域と

共に」をモットーに、常

に前進し続ける学校を！

大森第一 大森南５－６－５
校長 松浦 正行

創立６０周年を慶賀し、新

たな出発を。地域の子ど

もたちの幸福を実現する

学校教育を推進します。

糀 谷 西糀谷３－６－２３
校長 齋藤 盛久

地球規模の課題も自らの

問題も、解決の道は、君た

ち一人ひとりの想いと汗

にかかっている。

南六郷 南六郷３－２－１
校長 野� 裕一郎

健 康・・自分を大切に

思いやり・相手を大切に

実行力・・協力を大切に

そんな生徒を育てたい！

館山さざなみ学校 館山市洲宮７６８－１１７
校長 大� 昭彦

さ きわたる花のように

ざ れあう小鳥のように

な なえの虹のように

み なの笑顔輝く一年に

平成２０年（２００８年）１月１日 第９４号 �� 平成２０年（２００８年）１月１日 第９４号 お お た の 教 育
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大田区では、平成２０年度には、すべて
の中学校で５日間の職場体験を実施する
準備を進めています。未来を担う子ども
たちに職場体験の機会を提供していただ
ける事業者の方は、担当までご連絡くだ
さい。
【問合先】 指導室指導主事

電 話 ５７４４―１４３５
ＦＡＸ ５７４４―１５３５

大
森
第
一
中
学
校
長松

浦

正
行

「
先
生
、
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
。
」
職
場
体
験
を
終
え
た
生
徒
の
声
で

す
。
職
場
体
験
の
ね
ら
い
は
、
自
己
理
解

を
深
め
職
業
の
実
像
と
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
、

学
習
と
職
業
の
関
係
の
理
解
、

異
世
代
間
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、
社

会
的
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
体

得
、
地
元
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
な
ど
で
す
。
す
べ
て
は
、

受
入
れ
て
い
た
だ
く
事
業
所
の

方
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
ま
す
。

本
校
の
職
場
体
験
の
大
き
な

流
れ
は
、
�
職
場
体
験
先
の
確

定
（
依
頼
）
、
�
事
前
指
導
、
�
３
日
間

の
職
場
体
験
（
７
／
１１
〜
７
／
１３
）
、
�

ま
と
め
や
発
表
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
体
験
先
は
、
こ
こ
３
年
間
で
３８
〜
５２

か
所
（
生
徒
数
１０７
人
）
、
業
種
は
製
造
、

販
売
、
福
祉
・
介
護
・
医
療
、
美
容
、
放

送
、
図
書
館
、
警
察
署
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
学
校
な
ど
多
種
に
及
び
ま
す
。

生
徒
か
ら
は
「
見
て
い
る
の
と
実
際
に

や
る
こ
と
の
違
い
、
仕
事
の
厳
し
さ
や
や

り
が
い
、
見
習
い
期
間
が
あ
っ
て
技
術
を

習
得
さ
れ
て
い
る
、
将
来
に
繋
が
る
貴
重

な
体
験
、
体
験
先
で
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。事

業
所
か
ら
は
「
一
生
懸
命
に
礼
儀
正

し
く
取
り
組
ん
で
く
れ
た
、
や
っ
と
後
半

に
笑
顔
も
、
景
気
状
況
か
ら
充
分
な
仕
事

が
な
か
っ
た
、
体
験
実
習
の
時
期
・
日
数

・
そ
の
日
の
時
間
帯
、
誠
意
を
持
っ
て
教

え
た
が
行
き
届
か
な
い
面
も
、
危
険
な
作

業
が
あ
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

し
た
職
場
体
験
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

御
園
中
学
校
長

大
塚

洋

平
成
１９
年
９
月
１０
日
か
ら
５
日
間
の
職

場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
１６１
名
の
生
徒

が
、
２
〜
３
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

９７
か
所
の
事
業
所
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
職
場
体
験
を
５
日
間
で
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
連
続
し
て
受
入
れ
て
い
た

だ
く
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
２
日
間
と
３
日

間
の
組
み
合
わ
せ
で
２
つ
の
事
業
所
に
受

入
れ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

職
場
体
験
の
実
施
の
前
後
に
行
っ
た
生

徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
大
人
は
す
ご
い

な
と
感
じ
る
、
働
く
こ
と
は
面
白
い
、
５

日
間
の
体
験
は
長
く
な
い
」
と
い
っ
た
項

目
に
、
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
生
徒

が
、
実
施
後
に
は
１０
％
以
上
上
昇
し
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
「
規
則
正
し
い
生
活
を
意

識
す
る
、
コ
ツ
コ
ツ
努
力
す
る

大
切
さ
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
」
と
い
っ
た
こ
と
に
多
く
の

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

受
入
れ
先
の
事
業
所
の
方
か

ら
は
、
「
体
験
を
通
じ
て
実
社

会
を
教
え
た
い
、
目
に
触
れ
な

い
仕
事
こ
そ
重
要
で
あ
る
こ
と

を
教
え
た
い
、
心
の
教
育
と
し

て
捉
え
て
い
る
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
た
と
え
２
日
間
の
職
場
体

験
で
あ
れ
、
２
・
３
人
の
生
徒

で
あ
れ
、
事
業
所
の
方
々
が
多
く
の
時
間

を
使
っ
て
創
意
工
夫
し
、
事
業
所
ぐ
る
み

で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
職
場
体
験
」
は
、
生
徒

に
と
っ
て
、多
く
の
学
び
の
要
素
を
持
ち
、

本
来
の
人
の
生
き
方
、
本
来
求
め
る
べ
き

「
学
力
」
の
姿
が
一
杯
詰
ま
っ
た
取
り
組

み
で
す
。

職
場
体
験
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
、
「
自
立
的
な
生
き
る
力
」
に

気
づ
く
生
徒
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

表
彰
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
次
の
児
童
・

生
徒
、
ま
た
区
民
の
皆
さ
ん
が
立
派
な
成

績
を
お
さ
め
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
ス
ポ
ー
ツ
部
門
﹈

■
第
２４
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
３
位
（
２６
�
級
）
赤
松
小
２
年

田
中
彬
義

﹇
文
化
部
門
﹈

■
第
３２
回
み
ど
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
「
最

優
秀
賞
」
多
摩
川
小
２
年
兵
藤
旭

■
第
７
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

中

学
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
部
門
「
大
会
実
行

委
員
長
賞
」
糀
谷
中
学
校

■
第
５５
回
東
京
都
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
「
東
京
都
知
事
賞
」
久
原
小
６
年
高
橋

幸
大

鈴
木
睦
大

小
川
弘
美

高
梨
千

夏

「
東
京
都
統
計
協
会
会
長
賞
」
赤
松

小
６
年
竹
井
葉
菜
乃

「
東
京
都
教
育
委

員
会
賞
」
久
原
小
６
年
石
川
達
也

兼
子

翼

小
林
栞
夏

飛
川
玲
奈

「
入
選
」

赤
松
小
４
年
千
頭
和
菫

「
佳
作
賞
」
赤

松
小
４
年
丸
山
智
生

下
村
晃
功

赤
松

小
３
年
伊
藤
大
貴

﹇
そ
の
他
﹈

■
平
成
１９
年
度
体
育
指
導
委
員
功
労
者
文

部
科
学
大
臣
表
彰

昭
和
５７
年
〜
平
成
１６
年
体
育
指
導
委
員

小
山
英
之
（
西
蒲
田
在
住
）

■
第
４５
回
全
国
国
公
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
全
国
大
会
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部

科
学
大
臣
表
彰
」
蒲
田
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

■
全
日
本
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞

「
東
京
都
最
優
秀
校
」
矢
口
西
小
学
校

教教
育育
委委
員員
会会
のの
主主
なな
議議
題題

平
成
１９
年
第
８
回
定
例
会

・
大
田
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
平
成
１９
年
第
三
次
補
正
予
算
要
求
原
案

に
つ
い
て

平
成
１９
年
第
１０
回
定
例
会

・
大
田
区
立
学
校
通
学
区
域
改
正
審
議
会

へ
の
諮
問
に
つ
い
て

・
幼
稚
園
教
育
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令

・
指
導
主
事
の
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
訓
令

平
成
１９
年
第
１
回
臨
時
会

・
平
成
１９
年
第
四
次
補
正
予
算
要
求
原
案

に
つ
い
て

・
大
田
区
立
学
校
設
置
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

教教
育育
委委
員員
会会
定定
例例
会会
のの
予予
定定

平
成
２０
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
開
催

予
定
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
時

平
成
２０
年
１
月
２３
日
（
水
）

平
成
２０
年
２
月
１８
日
（
月
）

平
成
２０
年
３
月
２６
日
（
水
）

◇
時
間

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
で
す
。

◇
場
所

本
庁
舎
６
階

教
育
委
員
会
室

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

庶
務
係

電
話
（
５
７
４
４
）
１
４
２
２

平
成
１９
年
１２
月
１１
日
付
で
教
育
委
員
会
委
員
に

野
口
和
矩
委
員
と
櫻
井
光
政
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

野口和矩委員

櫻井光政委員

「おおたの教育」のホームページアドレスは http : //www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku/tekisei/otanokyouiku 古紙配合率１００％の再生紙を使用しています

中中 学学 生生 職職 場場 体体 験験

働くことの意義、そして喜びを学ぶ
―大森第一中学校・御園中学校からの実践報告―

地
域
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

職
場
体
験
は
学
び
の
基
が
一
杯

教
育
委
員
会
委
員
の
就
任
に
つ
い
て

大田市場での職場体験

体験先の小寺鈑金工業で

ウメザワ印刷所でデータの打込み作業

職職場場体体験験
はは、、ニニーー

トトややフフリリ
ーータターーのの

増増加加がが社社
会会

的的なな課課題題
ととさされれるる

中中でで、、子子
どどももたたちち

のの社社会会性性
やや職職

業業観観・・勤勤
労労観観をを養養

ううここととをを
目目的的にに実実

施施ししてていい
まま

すす。。今今年年
度度もも全全区区

立立中中学学校校
のの２２年年生生

がが、、３３日日
以以上上、、

地地域域のの企企
業業やや商商店店

・・公公共共施施
設設ななどどのの

協協力力をを得得
てて、、

ささままざざまま
なな仕仕事事をを

体体験験ししてて
いいまますす。。

今今回回はは、、
大大森森第第一一

中中学学校校とと
御御園園中中学学

校校ででのの取取
りり

組組みみををごご
紹紹介介ししまま

すす。。

千成（青果店）で商品の陳列作業

平成２０年（２００８年）１月１日 第９４号 �おおたの教育
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